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ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

大
正
13
年
刊
行
の『
糟
屋
郡
志
』を
読
む（
9
）

�

― 

郵
便
・
電
信
・
電
話

　『
糟
屋
郡
志
』で
は
郵
便・
電
信・
電

話
の
歴
史
に
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。
電

信
は
電
報
で
す
。
今
の
電
子
メ
ー
ル

に
該
当
す
る
の
が
電
報
で
、
電
話
は

も
ち
ろ
ん
固
定
電
話
で
す
が
、
そ
れ

も
現
在
で
は
携
帯
電
話
を
経
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
と
変
化
し
ま
し
た
。

大
学
入
試
の
合
格・
不
合
格
の
連
絡

も
、
昭
和
40
年
代
ま
で
は「
サ
ク
ラ

サ
ク
」と
か「
サ
ク
ラ
チ
ル
」と
短
い

文
面
の
電
報
が
届
い
た
も
の
で
し
た
。

字
数
に
よ
っ
て
料
金
が
変
わ
る
の
で

で
き
る
だ
け
短
い
文
章
が
選
ば
れ
た

の
で
す
。

　
電
話
の
発
明
者
は
ア
メ
リ
カ
の

発
明
家
グ
ラ
ハ
ム・
ベ
ル
で
す
。
電

話
で
話
さ
れ
た
最
初
の
日
本
語
は
博

多
弁
で
あ
る
、と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
が
昔
書
い
た
文
章
を
こ
こ
に
引
用

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
福
岡
市
鳥
飼
出
身
の
金
子
堅
太
郎

は
１
８
７
１
年（
明
治
４
年
）か
ら

１
８
７
８
年（
明
治
11
年
）ま
で
ア
メ

リ
カ
に
留
学
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

法
科
大
学
院（
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
）を
卒

業
し
ま
し
た
。
そ
の
金
子
堅
太
郎
の

生
涯
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
の
一
節

で
す
。
金
子
は
友
人
の
伊
沢
修
二
と

共
に
ベ
ル
の
家
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
の
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
電
話
の
発
明
者
ベ
ル
を
訪
ね
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
発
明
を
理
解
す
る

投
資
家
が
ア
メ
リ
カ
に
は
い
な
か
っ

た
。
文
部
省
か
ら
留
学
生
と
し
て
派

遣
さ
れ
て
い
た
伊
沢
修
二
と
連
れ

だ
っ
て
、
ボ
ス
ト
ン
の
ベ
ル
の
家
を

訪
れ
た
。
ベ
ル
は
器
械
を
見
せ
て
説

明
す
る
。

　
そ
の
受
話
器
を
余
に
持
た
し

め
、彼
は
吹
込
器
を
手
に
し
て
低

音
に
て
英
語
の
談
話
を
な
し
た

る
が
、す
こ
ぶ
る
明
瞭
に
聞
こ
え

た
り
。
又
彼
は
伊
沢
と
余
に
命

じ
、日
本
語
に
て
談
話
を
試
み
よ

と
言
う
。
是
も
亦
英
語
と
同
じ

く
明
瞭
に
聞
き
取
り
た
り
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
電
話
機
は
英
語
に

も
日
本
語
に
も
等
し
く
役
に
立
つ
と

わ
か
っ
た
わ
け
だ
。
あ
る
人
は
日
本
で

最
初
に
電
話
で
話
さ
れ
た
言
葉
は
博

多
弁
だ
と
主
張
す
る
。
伊
沢
は
長
野

県
出
身
で
帰
国
後
は
音
楽
教
育
の
基

礎
を
築
き
、西
洋
音
楽
を
移
入
し
、小

学
校
に
唱
歌
と
い
う
教
科
を
作
っ
た
。

　
後
の
こ
と
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
電
信

電
話
会
社（
A
T
&
T
）か
ら
金
子
と

ベ
ル
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
政
府
に

照
会
が
あ
り
、
そ
の
手
紙
が
金
子
に

回
さ
れ
た
。
ベ
ル
は「
日
本
語
は
電

話
を
通
じ
て
話
さ
れ
た
外
国
語
の
内

で
、最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
」と
語
っ

て
い
た
と
い
う
。
金
子
は
記
憶
を
た

ど
っ
て
返
答
し
た
。

　
初
め
て
見
る
電
話
機
は
、今
日

の
そ
れ
に
比
較
す
る
と
不
格
恰

〔
不
格
好
〕な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
方
を
ベ
ル
氏
の
居
室
へ
運
び
、

二
室
の
端
と
端
に
居
て
、扨
て
二

人
は
期
せ
ず
し
て
、

「
オ
イ
伊
沢
君
聞
こ
え
る
か
？
」

「
オ
イ
金
子
君
聞
こ
え
る
か
？
」

　
と
同
じ
様
な
言
葉
を
発
し
た

の
で
あ
っ
た
。
成
る
程
立
派
に

聞
こ
え
る
ば
か
り
か
、相
手
の
伊

沢
君
の
声
だ
と
、は
っ
き
り
と
判

定
が
つ
く
。
二
人
は
電
話
は
早

く
実
用
化
し
て
、日
本
と
話
が
出

来
る
様
に
な
れ
ば
…
な
ど
雑
談

を
交
わ
し
た
り
し
た
。
ベ
ル
氏

は
二
人
の
喜
ぶ
有
様
を
見
て
、如

何
に
も
満
足
げ
に
始
終
微
笑
し

て
い
た
顔
が
今
な
お
私
の
眼
前

に
彷
彿
す
る
。（
内
海
朝
次
郎『
逓

信
畠
の
先
輩
巡
礼
』昭
和
十
年
）

  

ベ
ル
は
金
子
に
電
話
機
を
持
た
せ

て
別
室
か
ら
英
語
で
語
り
か
け
た

の
で
す
。
確
か
に
聞
き
取
れ
ま
し

た
。
問
題
は
日
本
語
で
も
大
丈
夫
か

ど
う
か
、
で
す
。
そ
れ
で
今
度
は
伊

沢
と
金
子
の
間
で
、
日
本
語
で
会
話

し
、
ち
ゃ
ん
と
聞
き
取
れ
る
こ
と
を

確
か
め
ま
し
た
。
ウ
ソ
の
よ
う
な
ホ

ン
ト
の
話
で
す
が
、
初
め
て
出
会
う

発
明
品
な
の
で
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
確

か
め
て
納
得
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

で
す
。
金
子
が
博
多
弁
、
伊
沢
が
長

野
弁
だ
っ
た
と
す
る
と
、
確
か
に
博

多
弁
と
長
野
弁
が
電
話
で
最
初
に
語

ら
れ
た
日
本
語
と
い
う
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
こ
れ
は
確
か
め
る
術

も
な
く
保
証
で
き
ま
せ
ん
。
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お
も
し
ろ
い
の
は
、
初
め
て
電
話

に
接
し
た
二
人
の
日
本
青
年
が
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
で
話
し
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
、
と
夢
物
語
の
よ
う
に

語
り
合
っ
た
こ
と
で
す
。
当
時
、
日

本
と
ア
メ
リ
カ
で
の
手
紙
の
や
り
と

り
は
不
自
由
だ
っ
た
の
で
、
電
話
で

話
せ
れ
ば
今
現
在
の
日
本
の
事
情

を
ア
メ
リ
カ
で
即
座
に
知
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
い
う
の
は
、
切
実
な

思
い
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
れ
も

１
９
０
６
年（
明
治
39
年
）に
太
平
洋

に
海
底
電
信
ケ
ー
ブ
ル
が
敷
か
れ
た

こ
と
で
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　『
糟
屋
郡
志
』に
戻
り
ま
す
。

◦
郵
便

　
明
治
維
新
後
、１
８
７
１
年（
明
治

４
年
）に
郵
便
の
制
度
が
始
ま
り
、郵

便
切
手
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
東
京・

長
崎
間
で
郵
便
が
始
ま
っ
た
の
が
同

年
12
月
５
日
。
翌
年
６
月
に
国
内
一

般
で
の
郵
便
が
始
ま
り
ま
し
た
。
福

岡
と
江
戸
の
間
が
３
０
０
里
、
書
状

が
届
く
の
に
１
か
月
か
か
っ
た
の
が
、

郵
便
は
36
～
40
時
間
し
か
か
か
ら
な

い
。
驚
い
た
話
だ
、
と『
糟
屋
郡
志
』

は
書
い
て
い
ま
す
。

　
１
８
７
５
年（
明
治
８
年
）の
郵
便

局
は
糟
屋
郡
に
３
か
所
で
す
。
箱

崎・
篠
栗・
青
柳
と
も
街
道
の
宿
場
町

だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
郵
便
取
扱
所

は
郵
便
役
所
よ
り
格
上
の
よ
う
で
す
。

◦
郵
便
取
扱
所
　
箱
崎
村
字あ

ざ

馬
場
町

◦
郵
便
役
所
　
　
篠
栗
村
字
下
町

◦
同
　
　
　
　
　
青
柳
町
字
横
町

　
郵
便
局
の
設
置
は
次
の
通
り
で
す
。

停
車
場
は
鉄
道
の
駅
の
こ
と
。
香
椎・

古
賀・
西
戸
崎・
青
柳・
新
宮・
和
白・

志
賀
島
を
除
く
７
か
所
に
つ
い
て
記

し
ま
す
。

◦
篠
栗
郵
便
局
　
篠
栗
村
大
字
篠
栗

　 

１
８
８
０
年（
明
治
13
年
）10
月
、

郵
便
役
所
が
郵
便
局
に
改
め
ら
れ

ま
し
た
。

◦
箱
崎
郵
便
局
　
箱
崎
町
字
小
寺

　 

１
９
０
１
年（
明
治
34
年
）２
月
、

箱
崎
郵
便
取
扱
所
が
郵
便
局
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

◦
宇
美
郵
便
局
　
宇
美
町
大
字
宇
美

　 

１
８
９
９
年（
明
治
32
年
）９
月
開
局
。

◦
須
恵
郵
便
局
　
須
恵
村
大
字
上
須
恵

　 

宇
美
郵
便
局
所
属
、無
集
配
局
、と

さ
れ
て
い
ま
す
。
１
９
０
１
年（
明

治
34
年
）３
月
、須
恵
郵
便
受
取
所

開
設
、
そ
の
後
名
称
を
変
更
。
集

配
以
外
の
郵
便
事
務
を
担
当
し
、

１
９
２
０
年（
大
正
９
年
）６
月
か

ら
電
信
電
話
業
務
も
開
始
し
て
い

ま
す
。
電
報
の
受
付
、
電
話
交
換

な
ど
を
始
め
た
の
で
し
ょ
う
。

◦
長
者
原
郵
便
局
　
大
川
村
新
長
者
原

　 

箱
崎
郵
便
局
所
属
、
無
集
配
局
。

１
９
０
２
年（
明
治
35
年
）３
月
、

新
長
者
原
郵
便
受
取
所
を
開
設
し
、

そ
の
後
、郵
便
局
に
名
称
を
変
更
。

◦
久
原
郵
便
局
　
久
原
村
中

　 

篠
栗
郵
便
局
所
属
、
無
集
配
局
。

１
９
０
４
年（
明
治
37
年
）12
月
久
原

郵
便
取
扱
所
開
設
。１
９
０
５
年（
明

治
38
年
）４
月
久
原
郵
便
局
と
な
る
。

◦
志
免
郵
便
局
　
志
免
村
大
字
志
免

　 

宇
美
郵
便
局
所
属
、
無
集
配
局
。

１
９
０
９
年（
明
治
42
年
）３
月
開
局
。

◦
電
話

　
福
岡
電
話
交
換
局
の
開
設
は

１
８
９
９
年（
明
治
32
年
）５
月
。
福

岡
市
を
中
心
に
そ
の
周
辺
の
町
村
が

交
換
区
域
と
さ
れ
、
箱
崎
町
は
そ
の

区
域
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
箱
崎
町

で
は
糟
屋
郡
役
所
が
率
先
し
て
加
入

し
、
そ
の
電
話
番
号
４
１
０
番
だ
け

し
か
該
当
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
と

し
て
い
ま
す
。

　
１
９
２
２
年（
大
正
11
年
）末
に
は

箱
崎
町
の
加
入
者
は
50
人
に
増
え
、

各
郵
便
局
が
電
話
通
話
所
、
ま
た
は

交
換
所
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
郵
便
局
は
糟
屋
郡
で
篠
栗・
宇

美・須
恵
な
ど
10
か
所
。
こ
の
内
、宇

美
局
の
加
入
者
が
44
、
篠
栗
局
の
加

入
者
が
49
と
し
て
い
ま
す
。

　
須
恵
郵
便
局
の
電
話
交
換
開
始
に

つ
い
て
官
報
で
確
か
め
て
み
ま
し
た
。

◎
逓
信
省
告
示
第
九
百
五
十
三
号

本
月
二
十
一
日
ヨ
リ
左
記
郵
便
局
ニ

電
信
及
電
話
通
話
事
務
ヲ
開
始
ス

　
　
大
正
九
年
六
月
十
八
日

�

逓
信
大
臣
野
田
卯
太
郎

名
称
　
須
恵
郵
便
局

位
置
　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村

◎
逓
信
省
告
示
第
九
百
五
十
四
号

本
月
二
十
日
限
リ
左
記
電
信
取
扱
所

ヲ
廃
止
ス
但
シ
当
該
所
ニ
於
テ
取
扱

ヒ
タ
ル
事
務
ハ
下
記
郵
便
局
之
ヲ
承

継
ス

　
　
大
正
九
年
六
月
十
八
日

�

逓
信
大
臣
野
田
卯
太
郎

名
称
　
須
恵
電
信
取
扱
所

位
置
　
福
岡
県
糟
屋
郡
須
恵
村
須
恵

停
車
場（
博
多
湾
鉄
道
株
式
会
社
）

承
継
局
　
須
恵
郵
便
局

◎
逓
信
省
告
示
第
九
百
五
十
五
号

大
正
三
年
十
一
月
逓
信
省
告
示
第

七
百
九
十
九
号
呼
出
区
域
中
左
ノ
通

追
加
シ
本
月
二
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施

行
ス

　
　
大
正
九
年
六
月
十
八
日

�

逓
信
大
臣
野
田
卯
太
郎

一
、
呼
出
区
域
　
福
岡
県
糟
屋
郡
須

恵
村
大
字
上
須
恵（
字
上
須
恵
、同
皿

山
、
同
南
米
里
、
同
萱
野
）、
同
須
恵

（
字
須
恵
）　
　
呼
出
受
持
局
　
須
恵

◎
逓
信
省
告
示
第
九
百
五
十
六
号

明
治
三
十
九
年
六
月
逓
信
省
告
示
第

二
百
六
十
四
号
市
外
通
話
区
域
及
普

通
通
話
料
中
左
ノ
通
追
加
シ
本
月

二
十
一
日
ヨ
リ
之
ヲ
施
行
ス

　
　
大
正
九
年
六
月
十
八
日

�

逓
信
大
臣
野
田
卯
太
郎

市
外
通
話
区
域

�

一
通
話
ノ
普
通
電
話
料

須
恵
　
福
岡
間�

金
十
銭
　
　

同
　
　
久
留
米
間 �

金
二
十
銭
　

同
　
　
大
牟
田
間�

金
二
十
五
銭

同
　
　
直
方
間�

金
二
十
銭
　

同
　
　
飯
塚
間�

金
十
五
銭
　

同
　
　
八
幡
間�

金
二
十
銭
　

同
　
　
二
日
市
間�

金
十
銭
　
　

同
　
　
前
原
間�

金
二
十
銭
　

同
　
　
周
船
寺
間�

金
二
十
銭
　

同
　
　
今
宿
間�

金
十
五
銭
　

同
　
　
甘
木
間�

金
二
十
銭
　

同
　
　
夜
須
間�

金
十
銭
　
　

同
　
　
姪
浜
間�

金
十
五
銭
　

同
　
　
雑
餉
隈
間�

金
十
銭
　
　

同
　
　
宇
美
間�

金
五
銭
　
　

同
　
　
鳥
栖
間�

金
二
十
銭
　

　
電
話
料
は
時
間
で
は
な
く
、
一
通

話
ご
と
に
算
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
電
信
は
須
恵
停
車
場（
須
恵
駅
）が

扱
っ
て
い
た
の
が
、
須
恵
郵
便
局
に

移
さ
れ
た
の
だ
と
わ
か
り
ま
す
。 
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